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会  議  録
	会議名
	平成２１年度 第１回三好町障害者自立支援協議会全体会

	日  時
	平成21年10月13日（火） 13：30　～　15：30

	場　所
	役場　西館　4階　402会議室

	出席者（敬称略）
	別紙参照

	欠席者（敬称略）
	ひかりの丘 小西浩文氏

	傍聴の有無
	８人（別紙）


	議   事   録

	１　あいさつ～自己紹介

	会長（わらび福祉園園長高濱氏）あいさつ。

「選挙により、民主党が政権を取った。民主党は障害者自立支援法を廃止し障がい者総合福祉法（仮）というものを作ろうとしているが、中身がよく分からない。しかし、自立支援協議会を拠点として相談支援や就労支援に力を入れていきたいと言っている。自立支援協議会の仕事は、新政権においても重要な仕事であると認識を持っていただいている。この後、各会議からの報告があるが、徐々に軌道に乗り、いろいろな活動が展開されてきた。今回は報告がメイン。一気に高いところは上れないが、皆さんの協力を得ながら一歩ずつ前に進んで行けたらと思う。皆様のご協力をお願いしたい。」

	健康福祉部長あいさつ。

今年４月からは、協議会の組織形態を一部変更し、昨年度の取り組みで確認できた課題の解決に向けて、検討・協議を行ってきている。また、今回の全体会から、相談支援事業所希望さんと三好町教育委員会学校教育課に参加してもらうこととなった。

運営協議会、就労支援部会準備会、相談支援連絡会を毎月１回、開催している。心身障害児部会は年３回の開催予定で、これら会議により各事業所同士が頻繁に顔を合わせ、三好町の障害者福祉の充実に向けて熱心な話し合いが行われている。

平成２１年４月から、障害者福祉センターの指定管理者が「社会福祉法人とよた光の里」に変わった。町内にはなかった重心の活動場所と相談支援事業の拠点として貢献していただいている。また、社会福祉法人あゆみ会が居宅介護支援を開始するなど、障害を持った方が利用できる事業所が少しずつ増えてきている。

相談支援事業の委託事業所が増え、ニーズ調査も行えている。これにより、協議会に町内障害者（当事者）の声を取り入れやすくなった。

今回の全体会では、平成２１年度前半の事業報告をする中で、自立支援協議会の現状と課題を各機関で共有し、今後、自立支援協議会では何をしなければならないか、何をすべきかというような、今後の方向性についてのご意見をいただきたい。

	２　議題　（１）平成２１年度の三好町障害者自立支援協議会について

	「平成２１年度の組織体系と運営について」「運営協議会の事業報告（現状と課題）」「心身障害児部会の事業報告（現状と課題）」について、福祉課清水より説明。（資料Ｐ２～１２参照）
「就労支援部会準備会の事業報告（現状と課題）」について、就労支援部会準備会リーダーであるわらび福祉園の山口氏より説明。（資料Ｐ１４～１７参照）

「相談支援連絡会の事業報告（現状と課題）」について、相談支援連絡会リーダーである生活支援センターひかりの丘の戸村氏より説明。（資料Ｐ１８～２６参照）

	構成員名
	意見（質問・回答）等

	高濱会長
	只今の報告を受けて構成員からの意見を伺いたい。　高須氏いかがか。

	ハローワーク

高須氏
	ハローワークとしても、情報を提供先として軸となるようなところがあるとよいが、現時点ではないので、どこに連絡をしてよいか分からない。今後、連携を取る上でもそういった軸となるようなところを早めに整備していただけるとありがたい。

	高濱会長
	相談支援のプロジェクトということで地域支援マップの作成が進められているようであるが、これについての利用者側からのご意見は。

	身障協会

長谷川氏
	よく分かりませんが…。

	手親の会

加藤氏
	地域支援マップのイメージとして具体的なものがあれば理解できるが、言葉だけではどういうものか分かりにくい。

	ゆうゆう会

島田氏
	精神障がい者は引きこもりの方が多く、実態は把握できていない。会の活動として集まってくる方もわずか。三好町の中には日中活動の場所がなく、他市町に支援を受けている。他市町であれば、通うことも大変なので、できれば三好町の中に活動の場所ができればありがたいと思っている。

	高濱会長
	地域支援マップについてのご意見等あれば事務局へ伝えていただきたい。

報告を受けて、副会長からの一言をお願いしたい。

	阪田副会長
	全体会に参加してくれている皆さんに知っていただきたいのは、（協議会運営を）やればやるほどニーズや課題が見えてくるということ。中でも、児童と就労と相談支援のことについて取り組んでいるが、出てきたニーズや課題の解決に向けて我々がどのように政策提言（アプローチ）していけるかが今後の大きな問題。Ｐ２４のニーズ調査一覧があるが、なぜこのような形式にしようと考えたかというと、ただ区分認定の調査を行うだけでなく、ご自宅に訪問してお話をうかがう中で隠れたニーズを掘り起こそうと、そしてそれは相談支援に直接関わっている者が知らなければならないことであり、相談支援担当にやってもらっている。出てきた課題を見ると、学生であればほとんどの人が卒業後の進路の心配をしていることが分かる。他市町に比べると、三好町は日中の活動場所が少ないようであり、日中の活動場所をどう整えていくか、その方法を競技会構成員で一緒に考えることができればよい。また、生活の場所の問題もある。いつまでも保護者と一緒に生活できるわけではない。障がいを持った方で

	構成員名
	意見（質問・回答）等

	阪田副会長
	も地域で生活していくためにはどのようなものが必要なのか、ＧＨ・ＣＨといったものはどのように整備していくのかということも、考えていくと大きな課題であると思う。やればやるほど課題が見つかるわけだが、自立支援協議会の構成員は、障がいを持った方であっても暮らしやすい地域づくりを考えていく中心的なメンバーである。その点を皆さんにも自覚しておいていただきたい。

	（２）三好町精神障害者地域ニーズ訪問調査事業について

	　平成２０年度に行った精神障がい者地域ニーズ訪問調査事業について、福祉課伊豆原より報告。

（別添、結果報告書参照）

	（３）精神障害者社会復帰促進（地域生活支援）事業について

	　愛知県事業である精神障害者社会復帰促進（地域生活）支援事業の昨年度実績と今年度の状況について、サン・クラブの大矢氏より報告。（資料Ｐ２８～２９参照）この事業を愛知県から委託を受けて行うのは、今年度で終了。来年度以降、どうしていくかが課題。

	構成員名
	意見（質問・回答）等

	高濱会長
	ただいまの報告を受けて、構成員の方々からのご意見・ご質問は。（特になし）
三好町障害者自立支援協議会には準備会の段階から関わってきているわけであるが、当時から精神障害者（福祉）に関する情報が少なくてよく分かっておらず、福祉課伊豆原氏からもいろいろ聞いていたが、先ほどの調査の報告や社会復帰促進事業の報告を聞いて、少しずつではあるが前に進んでいるように思えた。担当としてはどうか。

	福祉課

伊豆原
	今年度より、月４回（毎週１回）は相談支援事業の中で当事者活動の支援を行ってもらえるようになった。精神障害を持った方が毎日通えるような場所がないのは、課題として残されている。

	高濱会長
	今回の報告を聞き、精神障害者福祉の状況について皆さんにも共通認識を持ってもらえればと思う。

	（４）特別支援教育連携協議会について

	　特別支援教育連携協議会の進捗状況などについて、学校教育課佐久間氏より報告。

「現在、連携協議会の設置要綱を作成中。来年度４月１日施行を目指し、それには予算が伴わないといけないということで、予算が確定した段階で具体的な報告をさせていただきたい。自立支援協議会に参加している方々にもたくさんのご協力をいただくことになると思われるが、よろしくお願いしたい。」

	構成員名
	意見（質問・回答）等

	高濱会長
	民主党の政策としても、一貫した支援をということで、教育分野のことについても触れられている。

	学校教育課

佐久間氏
	政策もそうであるが、心身障害児部会でも話し合っているように、早期発見・早期療育の段階から学齢期を見据えた個別の計画を作っていかなければならないということには変わりない。学校教育の立場としても、就学前の機関との連携を深めていかなければならないというのは実感している。

	構成員名
	意見（質問・回答）等

	学校教育課

佐久間氏
	また、学校を卒業した後の進路の問題も重要で、児童期を手厚く支援できたとしても卒業後の活動場所がなければそこでとまってしまうので、学齢期にいる間から保護者のニーズを聞きだし、どのような活動場所が地域にあるとよいのかということを自立支援協議会で発信していくことも必要かと考えている。

西三河特別支援教育連携協議会では、高等学校での特別支援教育をどのようにしていくかということも課題としてあがっている。この問題も連携協議会から発信して、自立支援協議会の就労支援などにつなげていくことも大きな役割になると考えている。

一貫した支援という理念をしっかりと持ち、前向きに取り組んでいきたい。

	高濱会長
	福祉関係としても教育との連携は重要であると考えている。詳しい状況が決まり次第、教えていただきたい。副会長、今までの報告を受けてコメントは。

	阪田副会長
	精神障害者のニーズ調査については、私としては画期的なものであると捉えている。三好町には精神障害者の事業所がないという現状の中で、当事者のニーズはどこにあるのかということを知るために行った。また、郵送でなく訪問して聴き取ったという点も意義があると思う。調査の中で見えてきた課題もあり、特に相談の体制をしっかり整えていかないといけないと思っている。この結果を生かして、協議会の場で検討していかなければならない。

社会復帰促進事業としては、あまり詳しくないのでまた専門の事業所の方々にもご意見を伺ったり協力していただいたりすることになると思うが、県の委託が終わった後をすべて自立支援協議会で考え、実行していくということは難しいかと思う。具体的には課題を整理するための部会を設置するなどの動きになると思われるが、この問題については運営協議会でも諮っていきたい。

	サン・クラブ

大矢氏
	今日は、衣浦東部保健所のスタッフも参加されている。三好町の相談支援連絡会にも毎月参加しているので、このような機会を通じて連携をとりながら検討していければと思う。

	（５）今後の方向性とスケジュール（案）について

	　三好町障害者自立支援協議会の今後の方向性とスケジュールについて、福祉課清水より説明。（資料Ｐ３１～３２参照）

	構成員名
	意見（質問・回答）等

	高濱会長
	協議会会議のスケジュールを見ると、１年前と比べると議題が増えて込み入った内容になっており、会議も頻回になっている。前に進んできたという印象を受けるが、この内容を確認して、事務局の提案内容のとおり進んでよいか、参加者からの承認を得ることになる。事務局からの説明の内容について、ご意見・ご質問等はないか。

	発達センター

松野氏
	先ほどの報告の中で、高校卒業後の（就労が困難な人たちの）日中活動の場を整備する必要があるとの内容があったが、そのあたりを具体的に施策として勧めていくのか、それをどのように提言していくのかが分かりにくいので、も

	構成員名
	意見（質問・回答）等

	発達センター

松野氏
	う少し詳しく説明してほしい。
そして、心身障害児部会の報告で、（Ｐ１１に）各機関のフローチャートが載っており、これでは１歳６ヶ月健診がスタートになっているが、肢体不自由など重度の障害がある子は生まれてすぐに支援が必要なケースもある。掲載されているチャートは発達障がいの児童だけを対象とするような内容と思えるが、心身障害児部会では肢体不自由児についてもとり上げる必要がある。肢体不自由児の母親は、出産直後、孤立感を感じ、つらい思いを抱いているので、この時期に最も支援を必要としている。自立支援協議会としては、生まれた直後からのフォロー体制について検討し、整備していってほしい。

また、三好町として、障害のある子どもへの支援体制をどうしていくのかということをゼロベースで考えてほしい。町内には母子通園の「ふたば」があるが、「ふたば」だけで十分なのか。発達に偏りのある子は「ふたば」で受け入れている子だけではないと思う。これを考えた上で物事を進めていくべきと思う。特に心身障害児部会ではこの辺りの課題を捉え、検討してほしい。

	福祉課

清水
	高校卒業後の日中活動の場については、就労支援部会準備会の報告であったように、特別支援学校進路指導主事や高等部生徒の保護者との意見交換から、必要だという声があがっている。この課題を就労支援部会の中でプロジェクトとして検討していくのか、また日中活動の場を検討する部会を設置するのかは、就労支援部会準備会では決定できないこと。この課題については、運営協議会で検討すべきであると事務局に報告している。三好町としても、日中活動の場所の課題は早急に対応すべき問題と捉えている。

早期発見段階のフォローチャートで１歳６ヶ月前のフォロー状況であるが、実際のところは出産直後に支援が必要な家庭があった場合、医療機関から保健センターにケース連絡があり、情報交換が行われている。保健センターも自立支援協議会構成員の一員であり、個々のケースで一緒に動くことも多いので、自立支援協議会（事務局）にも情報が入ってくる。実際に支援が必要であれば相談支援事業の中で個々に対応しており、チャートには現れていない部分で支援が展開されている。ご指摘にあったように、今後これらの動きをシステム化していくためにも、チャートに落としていく方向で検討していきたいと考えている。

三好町の障がいを持った子どもに対する支援（体制）をもう一度考えなおすべきではないかというご意見についてであるが、健診で指摘がなかった子であっても、集団生活の場で行動に特徴が現れることも多く、保育園・幼稚園や小学校の低学年時も発見の場となっている。保育園・幼稚園・小学校の現場が非常に混乱しているとも聞いている。保育士さんたちには、特徴ある子を発見し、子の発達に合わせた保育をしていく必要もあるということをお伝えしていて、それを行うためには質の向上も必要であると考える。これは「こども発達セン

	構成員名
	意見（質問・回答）等

	福祉課

清水
	ター」さんや「あいち発達障害者支援センター」さんの協力を得ながら、ニーズに合わせた研修を行い、質の向上に努めている。また、なるべく早く発見し、療育や支援につなげていくための方法も、心身障害児部会や運営協議会で検討していきたいと考えている。

	発達センター
松野氏
	３つめの話を具体的に話させてもらうと、三好町として療育機能を持った施設は母子通園の「ふたば」だけで十分と考えているのか、それとも、もう少し重度の自閉症や肢体不自由の子を対象とした専門療育機関を作る予定はないのかということが聞きたい。

	福祉課

清水
	三好町としてということももちろんであるが、三好町障害者自立支援協議会構成員であるこども発達センターの立場としてはどうお考えか。

	発達センター

松野氏
	三好町はみよし市になることもある。圏域で捉えたとしても、児童デイサービスの事業所がひとつあってもよいのではないかと考える。

	福祉課

清水
	児童の専門療育機関についても、重要な課題であると思う。こども発達センターさんの協力も得ながら、今後も検討していきたい。

	高濱会長
	他に質問がある方はないか。

	ゆうゆう会

島田氏
	会議の日にちが毎回火曜日であるが、今後も火曜日に行っていくのか。

	福祉課

伊豆原
	平成２０年度の全体会もたまたま火曜日だった。今後も日程調整の上で決めていく。

	高濱会長
	それでは、今後の方向性とスケジュールについて、完璧にとまではいかないまでもこの方向性で進めていくということでよろしいか。

	
	一同了承

	高濱会長
	それでは、今後も皆さんの協力を得ながら、示されたスケジュールのとおり進めていくのでよろしくお願いしたい。

	（５）その他（質疑応答、各機関からの連絡事項）

	構成員名
	意見（質問・回答）等

	高濱会長
	全体を通してのご意見やご質問はないか。

	三好養護

三輪氏
	会議の中で福祉マップの作成の話があったがその中身に関してのお願い。課題抽出一覧（資料Ｐ２４）の中にあるような、制度のことや町内の福祉事業所についての情報をカバーしたものにしてもらえるとありがたい。学校側でもある程度の説明はさせてもらうが、それ以上の内容になると福祉課に行って聞いてくださいとなってしまう。保護者には、制度の言葉一つひとつも難しい。事業内容の説明もマップに盛り込まれているとよい。また、事業所紹介の冊子なども福祉課窓口においてあると助かると思う。保護者にも自分で動いてもらわないと厳しい時期。保護者に分かりやすいようなものができるよう、作成チームの方々にはご検討願いたい。

	構成員名
	意見（質問・回答）等

	高濱会長
	障害者自立支援法による自立支援協議会であるが、このようなものができる前は、困ったことがあったら役所の福祉課に行ってお願いするという風潮があったが、自立支援協議会を代表とする「みんなで福祉を作っていこう」とする動きは、要望もするが自分も何らかの働きをしていくといった、協働（ともに
働く）ということの礎を作っているかと思う。自立支援協議会の成果としてすぐにいろいろなことが動き出すということはあまりないかもしれないが、ひとつずつ積み上げていけるのではないかと思っている。集まってきた課題やニーズは、我々、自立支援協議会に対してのものと言ってもよい。このような会議を通じて、参加者が共通理解・共通認識を持てればよい。

副会長、ご意見を。

	阪田副会長
	設置されて２年が経過した。この２年で、関係者の顔がよくつながったと思っている。それまではあまり顔を合わせる機会がなかったようだが、相談支援事業のスタッフなど現場を中心に、課題に対して前向きに少しずつ取り組んでいることは評価すべきこと。ただし、同時に苦しみもあり、連携することの難しさも感じている。連携は、お互いの役割や機能をお互いに知っていなければできない。私自身は成人障害者の支援を行ってきており、児童の分野や学校の分野はあまり知らなかった。この部分についても２年の取り組みで少しずつ見えてきた。機関が違えば見解が違うのは当然。その見解の違いをお互いに理解しあうところから始まるということを感じている。三好町はまとまるには規模的にもよいところ。これからに期待したい町なので、それに対して少しでも役に立てるよう、また構成員全員が協働していく協議会にしていきたいと考えているので、皆さんの協力をよろしくお願いしたい。

	高濱会長
	政権交代があっても、自立支援協議会にはとても多くの期待が寄せられている。財源不足等の課題も残されているが、皆さんの知恵を借りながら、前に進めていきたいと思っている。
皆さんの協力で、円滑に議事を進行することができた。感謝したい。進行を事務局に返します。

	　有意義な意見がたくさん出されたので、今後の参考にさせていただきたい。

　以上で、平成２１年度第１回の三好町障害者自立支援協議会全体会を閉会させていただく。

　どうもありがとうございました。（事務局）


－閉会－
